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甲
府
市
農
業
委
員
会
で
は
、

７
月
31
日
よ
り
新
体
制
に
移
行

し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
農
業

委
員
会
は
、
次
の
３
点
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
の
業
務
に
お
い

て
農
地
法
に
基
づ
く
権
利
移
動

等
に
関
す
る
許
認
可
事
務
の
ほ

か
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
（
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
）
が
必
須
業
務

と
な
り
ま
し
た
。

　
公
選
制
か
ら
農
業
委
員
は
農

業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
た
者

を
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま

す
。
今
後
、
農
業
委
員
の
人

数
は
現
在
の
半
数
程
度
に
な

り
、
３
月
市
議
会
に
「
農
業
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
」
の
定
数
条
例
案
と
し
て

上
程
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

 

・
農
業
委
員
の
構
成
要
件

① 

過
半
を
認
定
農
業
者
と
す
る

② 

農
業
者
以
外
の
者
で
利
害
関

係
が
な
い
中
立
な
立
場
の
者

を
１
人
以
上
入
れ
る
こ
と

③ 

女
性
・
青
年
も
積
極
的
に
登

用
す
る
こ
と

 

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
新
設
さ
れ
農
業
委
員
と
推
進

委
員
が
密
接
に
連
携
し
て
農
地

利
用
最
適
化
に
向
け
た
推
進
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
最
適
化
推

進
委
員
は
、
区
域
ご
と
に
農
業

委
員
会
が
委
嘱
し
、
担
当
区
域

に
お
い
て
、
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等

の
地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
最
適
化
推

進
委
員
は
農
業
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
今
後
の
推
薦
・
公
募
等
に
関

し
て
は
、
甲
府
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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改
正
農
業
委
員
会
法
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
改
正
農
業
委
員
会
法
に

つ
い
て
、
甲
府
市
農
業
委
員
会
の
対
応
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
新
設

農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

農業委員と農地利用最適化推進委員の連携・役割

農業委員会

農地中間管理機構

農業委員 農地利用最適化推進委員

◎�委員会に出席し審議して、最終的に

合議体として決定することが主体

　（これに加えて、現場活動を行うことは可能）

○�農地利用の最適化の推進に関する

指針を作成・変更

○�農地の権利移動の許可、農地利用

集積計画の決定

○�農地転用許可にあたって、具申すべ

き意見の決定

○�農地利用の最適化の推進に関する

施策について、提出する意見の決定

◎�担当区域において、現場活動を行う

◯推進委員として意見を述べる

◯指針を踏まえて現場活動を行う

◯推進委員として意見を述べる

◯推進委員として意見を述べる

必ず推進委員
の意見を聴か
なければなら
ない

推進委員の農
業委員会への
出席を求める
ことができる

推進委員の希
望で農業委員
会に出席する
ことができる

連携

連携

連携
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毎
月
の
定
例
総
会
・
農
地
調

査
・
運
営
委
員
会
・
各
地
域
別

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
改
正
農
業
委

員
会
法
制
度
検
討
委
員
会
・
編

集
委
員
会
な
ど
の
各
会
議
・
各

地
域
別
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
・
農

地
利
用
集
積
業
務
（
農
地
銀
行
）・

農
地
利
用
状
況
調
査
・
農
地
基

本
台
帳
補
筆
修
正
業
務
・
各
地

区
に
お
い
て
農
業
に
対
す
る
相

談
・
各
種
手
続
業
務
・
互
助
会

総
会
・
更
に
は
諸
々
の
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

○
５
月
26
日
（
木
）

　
東
京
都
文
京
区

　
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

○
７
月
13
日
（
水
）

　
甲
府
市
南
公
民
館

　
長
野
市
農
業
委
員
会
視
察

○
９
月
１
日
（
木
）

　
古
府
中
町
・
上
積
翠
寺
町

　 

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
・
耕
作

放
棄
地
対
策
・
竜
ヶ
池
改
修

○
９
月
21
日
（
水
）

　
甲
府
市
役
所
市
長
室

　
平
成
29
年
度
甲
府
市
へ
の
農

　
業
行
政
施
策
提
言
書
提
出

○
10
月
11
日
（
火
）
12
日
（
水
）

　
笛
吹
市

　
山
梨
県
市
町
村
農
業
委
員
会

　
会
長
会
議

○
10
月
13
日
（
木
）

　
上
曽
根
町
・
下
曽
根
町

　 
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
・
柏
幹

線
水
利
権

○
10
月
19
日
（
水
）

　
本
庁
舎
・
上
積
翠
寺
町

　
雲
仙
市
産
業
部
視
察

○
10
月
29
日
（
土
）

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
第
43
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

○
11
月
11
日
（
金
）

　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
地
区
別
農
業
委
員
等
研
修
会

○
11
月
16
日
（
水
）

　
甲
府
市
中
道
公
民
館

　
中
道
地
区
農
地
銀
行
推
進
員

　
農
業
委
員
合
同
会
議

○
11
月
17
日
（
木
）

　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
県
農
政
推
進
農
業
委
員
大
会

○
11
月
25
日
（
金
）

　
茨
城
県
牛
久
市

　
先
進
地
視
察
研
修

　
平
成
28
年
11
月
25
日
（
金
）

に
イ
オ
ン
ア
グ
リ
創
造
株
式
会

社
茨
城
牛
久
農
場
へ
の
視
察
研

修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
イ
オ
ン
ア
グ
リ
は
平
成
21
年

か
ら
牛
久
市
に
お
い
て
、
耕
作

放
棄
地
対
策
事
業
と
し
て
農
業

近
代
化
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
農
場
に
お
い
て
は
地
域
の

農
家
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

栽
培
し
た
作
物
を
国
内
農
業
の

活
性
化
・
地
域
貢
献
に
努
め
る

と
共
に
イ
オ
ン
の
店
舗
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
農
家
・
企
業
・

行
政
に
よ
る
、
農
業
の
新
し
い

事
業
展
開
に
つ
い
て
充
実
し
た

研
修
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
11
月
16
日
（
水
）

中
道
公
民
館
に
お
い
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
中
道
地
区
農
地

銀
行
推
進
員
・
農
業
委
員
さ
ら

に
新
規
就
農
者
も
参
加
し
て
の

意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
合
同
会
議
に
引
き
続
い
て
の

意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
新

規
就
農
者
か
ら
の
相
談
内
容
と

し
て
、
住
居
と
作
業
場
の
確
保
、

農
業
機
械
の
購
入
等
が
意
見
交

換
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
内

容
が
今
後
の
新
規
就
農
に
か
か

る
課
題
と
し
て
、
関
係
団
体
へ

の
提
言
要
望
を
通
し
て
解
消
で

き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
河
野
　
功
　
様
　

　
平
成
28
年
度
の
甲
府
市
農
業

賞
は
七
沢
町
の
河
野
功
様
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
沢
町
苗
木
組
合
を
設
立
し

て
優
良
苗
木
を
全
国
に
供
給
し
、

ぶ
ど
う
生
産
の
普
及
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
苗
木
の
育
成

に
つ
い
て
は
高
い
技
術
を
評
価

さ
れ
、
県
か
ら
技
術
指
導
者
の

要
請
を
受
け
る
実
力
者
で
す
。

　
自
ら
の
経
営
に
お
い
て
も
減

農
薬
及
び
省
力
栽
培
に
よ
り
効

率
化
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
ぶ
ど
う
栽
培

に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

中
道
地
区
農
地
銀
行
推
進
員

農
業
委
員
合
同
会
議

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
度
・
農
業
委
員
の
活
動

茨
城
県
牛
久
市
視
察
研
修

新規就農者の様子

第４３回甲府市農林業まつりで表彰

茨城牛久農場にて

農
業
委
員
会
活
動
報
告
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平
成
28
年
10
月
に
Ｊ
Ａ
甲
府
市

蔬
菜
部
と
う
も
ろ
こ
し
部
会
が

日
本
農
業
賞
山
梨
審
査
会
の
最

優
秀
賞
（
集
団
組
織
の
部
）
を

受
賞
し
た
の
で
そ
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
甲
府
市
蔬
菜
部
と
う
も

ろ
こ
し
部
会
は
、
数
回
の
農
協

合
併
を
経
て
平
成
９
年
に
現
在

の
形
と
な
り
ま
し
た
。
二
重
ト

ン
ネ
ル
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
が

経
営
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ハ
ウ
ス
、
二
重
ト
ン
ネ
ル
、

一
重
、
露
地
の
作
型
を
組
み
合

わ
せ
た
り
、
水
稲
や
ナ
ス
と
輪

作
す
る
こ
と
で
、
５
月
か
ら
７

月
の
安
定
的
な
出
荷
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
日
照
時
間

が
長
く
、
春
先
早
く
か
ら
気
温

が
上
昇
す
る
盆
地
の
気
象
条
件

を
利
用
し
た
二
重
ト
ン
ネ
ル
＋

水
封
マ
ル
チ
（
通
称:

湯
た
ん

ぽ
）
の
栽
培
は
甲
府
盆
地
特
有

の
作
型
で
す
。
こ
の
栽
培
方
法

は
換
気
に
よ
る
温
度
調
節
が
重

要
な
作
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、

換
気
の
時
期
や
方
法
に
つ
い
て
、

県
総
合
農
業
試
験
場
（
現
県
総

合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）
の
支

援
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
指
導
部
と
部

会
が
連
携
し
な
が
ら
技
術
開
発

し
て
き
ま
し
た
。

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
甘
さ

や
歯
触
り
、
香
り
に
つ
い
て

消
費
者
か
ら
の
期
待
が
大
き

く
、
品
種
改
良
が
め
ざ
ま
し
い

作
物
で
す
。
消
費
者
は
産
地
や

品
種
を
確
認
し
て
購
入
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
近
年

は
極
端
な
低
温
や
高
温
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
が
増
え
て
き
て
お

り
、
低
温
で
も
変
形
果
の
出
な

い
品
種
、
風
雨
に
強
い
品
種
な

ど
の
栽
培
特
性
も
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
部
会
で
は
昭
和

62
年
か
ら
県
と
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関

係
機
関
で
構
成
す
る
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
品
種
選
抜
検
討
会
に
参

画
し
、
品
種
を
導
入
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は

｢

ミ
ル
フ
ィ
ー

ユ｣

、｢

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ｣

、

｢

し
あ
わ
せ
コ
ー
ン｣

が
共
販
さ

れ
て
い
ま
す
。｢

ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」

と

｢

し
あ
わ
せ
コ
ー
ン｣

は
平

成
28
年
に
甲
府
市
の
ブ
ラ
ン
ド

認
定
制
度
で
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
部
会
立
ち
上
げ
当
時
か
ら
、

肥
料
や
農
薬
、
種
子
な
ど
の
資

材
を
全
て
共
同
購
入
と
し
、
出

荷
も
全
て
箱
共
選
と
し
て
き
ま

し
た
。
共
同
購
入
す
る
こ
と
で

資
材
費
を
下
げ
、
共
選
・
共
販

に
す
る
こ
と
に
よ
り
出
荷
量
を

確
保
し
、
産
地
と
し
て
の
存
在

感
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

出
荷
箱
も
独
自
の
工
夫
が
凝
ら

し
て
あ
り
、
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
は

赤
色
、
し
あ
わ
せ
コ
ー
ン
は
黄

色
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
が
目
立

つ
オ
ー
プ
ン
コ
ン
テ
ナ
で
、
野

菜
の
出
荷
箱
で
は
他
で
は
見
ら

れ
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
出

荷
箱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
か
ら
平
成
27
年
の

間
に
５
名
の
新
規
就
農
者
を
迎

え
ま
し
た
。
部
会
の
ベ
テ
ラ
ン

生
産
者
が
一
年
間
栽
培
指
導

し
、
平
行
し
て
新
規
就
農
者
自

身
も
自
ら
の
畑
で
栽
培
す
る
こ

と
で
早
期
の
独
立
経
営
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
は

Ｊ
Ａ
甲
府
市
直
売
所
「
穫
れ
た

て
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
」
に
出
荷
し
、
栽

培
の
腕
を
磨
き
な
が
ら
規
模
拡

大
、
共
選
出
荷
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

　
と
う
も
ろ
こ
し
部
会
の
女
性

部
会
員
は
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
部
員

と
し
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
郷
土
の
味
を
地

域
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
味

噌
づ
く
り
、
地
域
の
農
産
物
を

使
っ
た
料
理
教
室
、
農
作
業
事

故
を
減
ら
す
た
め
の
運
動
教
室

な
ど
、
農
業
と
地
域
の
伝
統
を

次
代
へ
伝
え
る
た
め
の
重
要
な

活
動
で
す
。
ま
た
、
特
産
の
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
使
っ
た
料
理

教
室
や
レ
シ
ピ
の
考
案
も
行
っ

て
お
り
、
中
で
も
「
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
の
ピ
ュ
ー
レ
」
の
作
り

方
は
雑
誌
「
家
の
光
」
創
刊
90

周
年
の
別
冊
付
録
に
掲
載
さ
れ

る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
当
部
会
は
、
早
出
し
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
を
県
内
で
最
初
に
共

選
出
荷
し
た
50
年
以
上
の
歴
史

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
部
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
産

地
が
抱
え
る
課
題
や
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
山

梨
県
農
業
の
発
展
を
牽
引
す
る

組
織
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
甲
府
市
蔬
菜
部

と
う
も
ろ
こ
し
部
会

日
本
農
業
賞
山
梨
審
査
会

最
優
秀
賞（
集
団
組
織
の
部
）

を
受
賞

二重トンネル栽培の風景

品種検討会の様子

 

特
徴
の
あ
る
作
型

 

品
種
選
定

 

強
固
な
共
選
・
共
販
体
制

 

女
性
部
の
活
動

担
い
手
の
育
成

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）
℡
０
５
５
１
―
２
３
―
３
２
９
１

 

今
後
へ
の
期
待
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雑
感
・
里
山
へ
の
思
い

　
　
右
左
口
町
　
柿か
き

嶋し
ま 

　
敦
あ
つ
し

　「
春
の
大
雪
、
里
山
に
住
む
人

の
絆
強
ま
る
。
し
だ
れ
桜
、
神

宿
り
し
懐
に
宴
の
輪
広
が
る
。

　
桃
の
畑
、
果
実
深
ま
る
子
供
た

ち
の
笑
い
声
。
秋
の
夕
陽
、
望

郷
歌
人
山
崎
方
代
の
歌
し
み
わ

た
る
。」
こ
れ
は
、
平
成
二
十
六

年
の
四
季
の
印
象
を
一
節
の
詩

に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
公
務
員
を
退
職
後
、
農
業
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
中
で
の

思
い
は
、
土
や
水
の
こ
と
、
桃

園
の
こ
と
、
里
山
の
美
し
さ
や

地
域
の
農
業
振
興
な
ど
、
様
々

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
一
面
桑
畑
で
あ
っ
た
里
山
が

農
業
委
員
の
エ
ッ
セ
イ
集

農  

感  

記

第
三
十
三
集

今
で
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
や
野

菜
、
ス
モ
モ
や
桃
の
樹
が
植
え

ら
れ
、
そ
こ
で
働
く
人
々
も
高

齢
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
農
業
施
策
、
制
度

も
時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
貌

し
、
い
つ
し
か
、
農
家
・
農
民

の
実
情
と
は
距
離
が
開
い
て
き

た
な
と
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
国
が
農
家
に
合
わ
せ
る
の

か
、
農
家
が
国
に
合
わ
せ
る
の

か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
我
々
の

意
見
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て

国
や
行
政
に
対
し
、
届
か
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
増
え
続
け
る
耕
作
放
棄
地
へ

の
対
応
、
里
山
農
業
に
お
け
る

鳥
獣
害
対
策
、
老
朽
化
す
る
農

業
用
水
路
、
農
道
や
橋
な
ど

の
基
盤
整
備
の
問
題
、
農
家
所

得
の
向
上
等
、
課
題
は
数
多
く
、

多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
行
政
の

早
急
な
る
対
応
が
必
要
で
す
。

　
私
の
地
域
で
も
遊
休
農
地
が

増
え
、
雑
草
や
雑
木
の
整
理
に

お
い
て
は
有
志
が
自
発
的
に
刈

取
り
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
地
域
に
は
「
七
覚

む
ら
づ
く
り
協
議
会
」
が
存
在

し
、
里
山
の
景
観
保
全
事
業
や
、

耕
作
放
棄
地
の
再
活
用
等
農
業

振
興
の
一
助
と
し
て
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
互
い
の

助
け
合
い
が
地
域
振
興
の
根
底

に
あ
る
と
の
認
識
で
す
。

　
三
月
に
は
、
地
域
に
あ
る
五

社
神
社
の
参
道
に
桜
の
樹
百
本

を
植
え
ま
す
。
右
左
口
の
里
山

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

花
の
開
花
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
先
千
年
に

　
　
西
高
橋
町
　
萩は
ぎ

原は
ら

　
靖や
す

彦ひ
こ

　
明
治
三
年
頃
の
甲
府
の
地
に

て
、「
文
明
開
化
は
ワ
イ
ン
か
ら
」

を
合
い
言
葉
に
国
内
最
初
の
ワ

イ
ン
醸
造
が
始
め
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
で

日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
2009

年
か
ら
３
年
連
続
「
金
賞
」
を

受
賞
し
た
ワ
イ
ン
が
、
西
高
橋

町
出
荷
組
合
（

◯橋
出
荷
組
合
）

の
甲
州
ぶ
ど
う
を
原
料
に
し
た

某
Ｍ
社
の
ワ
イ
ン
だ
。

　
本
組
合
は
総
出
荷
量
100
ト
ン

を
有
す
る
ワ
イ
ン
原
料
の
出
荷

に
特
化
し
た
組
合
で
あ
る
。

　
町
内
で
の
ぶ
ど
う
栽
培
の
歴

史
は
70
年
程
前
か
ら
で
あ
る
、

当
時
は
ぶ
ど
う
棚
の
材
料
が
揃

わ
な
か
っ
た
頃
で
あ
り
、
手
作

り
の
木
の
束
杭
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
杭
・
石
に
針
金
を
巻
い
た
支

柱
等
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
ぶ
ど

う
園
を
開
始
し
た
名
残
な
ど
が

今
で
も
見
ら
れ
る
。

　
現
在
、
メ
ー
カ
ー
２
社
が
町

内
で
栽
培
さ
れ
た
ぶ
ど
う
の
み

を
原
料
と
し
た
ワ
イ
ン
を
、
多

様
な
仕
込
み
方
を
し
て
出
荷
を

行
っ
て
い
る
。

　
栽
培
地
の
地
番
に
は
一
部
町

外
の
ぶ
ど
う
園
も
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
収
穫
地
表
記
は
「
玉

諸
地
区
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

来
年
当
た
り
に
は
待
ち
に
待
っ

た
町
名
表
示
の
商
品
も
一
部
発

売
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

　「
良
い
ワ
イ
ン
は
良
い
ぶ
ど
う

か
ら
で
あ
り
、
ワ
イ
ン
の
品
質

の
90
％
以
上
は
ぶ
ど
う
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
で
決
ま
る
」
と
大
半

の
醸
造
家
は
口
を
揃
え
る
。

　
こ
の
言
葉
を
思
い
起
こ
す
度

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

る
。
甲
州
ぶ
ど
う
は
千
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
と
さ
れ
て
お
り
、

私
的
に
は
恐
ら
く
今
が
一
番
に

面
白
み
の
あ
る
時
代
の
よ
う
に

感
じ
る
。

　
酒
に
は
文
化
が
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
皆
、
真
摯
に
向
き

合
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
千
年

先
へ
何
が
残
せ
る
の
だ
ろ
う
か

…
様
々
な
事
象
に
想
い
を
馳
せ

な
が
ら
コ
ル
ク
を
開
栓
し
、
グ

ラ
ス
へ
と
注
ぐ
。
こ
れ
が
至
福

の
時
で
あ
る
。「
乾
杯
！
」
で
は
、

ま
た
。
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表
紙
写
真
の
紹
介

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
５
５（
２
３
７
）５
８
９
２

平成２９年度農業臨時雇賃金等標準額

を
受
け
て
い
る
方
は
、
特
例
農

地
の
譲
渡
、
贈
与
、
転
用
、
遊

休
農
地
化
、
農
業
経
営
の
廃
止
、

継
続
届
出
書
の
不
提
出
、
ま
た

他
の
要
件
に
よ
り
制
度
が
打
ち

切
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
農
業
者
年
金
は
国
民
年
金
だ

け
で
は
不
十
分
な
生
活
費
を
農

業
者
が
年
金
の
形
で
受
給
で
き

る
制
度
に
な
り
ま
す
。

★ 

加 

入 
者 
条 

件 

★
 

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

 

・
年
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

 

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
こ
の
制
度
は
、
農
業
・
農
村

が
持
っ
て
い
る
水
源
か
ん
養
・

洪
水
の
防
止
・
土
壌
の
侵
食
や

崩
壊
の
防
止
機
能
を
重
視
し
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
深
刻

な
状
況
に
あ
る
中
山
間
地
域
で

の
農
業
生
産
の
維
持
を
図
り
、

多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
定
書
提
出
期
限
は
６
月
30

日
で
す
。

　
協
定
を
希
望
さ
れ
る
対
象
の

皆
さ
ん
は
、
農
政
課
へ
早
め
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

　
農
政
課

　
℡
　
２
９
８
―
４
８
３
６

平成28年度実績
協　定　名：平瀬町他 6 集落

協定参加者：102名

協定農用地：急・緩傾斜

協 定 面 積：　169,902㎡

交 付 金 額：2,238,084円

作物 用途 区分等 金額（円） 単位

稲作

耕起代かき
平坦地 13,100

10ａ当たり
山間地 14,100

耕起
平坦地 8,000

10ａ当たり
山間地 8,600

代かき
平坦地 7,300

10ａ当たり
山間地 7,800

育苗(成苗） 消費税・配達代込 1,350 1 枚当たり

機械田植
平坦地 9,500

10ａ当たり
山間地 10,300

稲刈機械
（バインダー）

結束ひも付き 10,000 10ａ当たり

脱穀機械
（ハーベスター）

平坦地 9,000
10ａ当たり

山間地 9,500

稲刈・脱穀
（コンバイン）

乾燥まで 19,000 10ａ当たり

　籾すり
共同所有機械

作業賃金のみ 160
30kg当たり

　籾すり
個人所有機械

機械使用料
＋作業賃金

320

果樹
剪定 ８時間 13,000  1 日当たり

ブドウ棚補修 ８時間 16,000  1 日当たり

一般農作業 賄い付き 900 １時間当たり

賃借料情報　賃貸借の参考にして下さい（10ａ当たり）

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

稲　作

甲府市平均 12,300円 21,500円 4,200円

旧甲府市（平坦地） 12,400円 22,600円 4,200円

旧中道町 10,700円 15,900円 8,300円

野　菜

甲府市平均 11,600円 21,600円 4,000円

旧甲府市（平坦地） 14,000円 25,800円 6,200円

旧中道町 9,100円 15,900円 3,300円

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

果　樹

甲府市平均 17,200円 31,600円 6,100円

旧甲府市（平坦地） 21,600円 36,700円 6,800円

旧甲府市（山間地） 16,000円 31,100円 8,200円

旧中道町 8,100円 13,800円 3,800円

ブドウ

甲府市平均 19,900円 36,700円 6,800円

旧甲府市（平坦地） 21,700円 36,700円 7,400円

旧甲府市（山間地） 17,700円 33,700円 8,200円

旧中道町 12,400円 13,800円 10,200円

※稲作作業の場合燃料は請負者持ちとする

旧甲府市（山間地）及び旧上九一色村は上記を参考 旧上九一色村は上記を参考

　
相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度
は
、

農
業
経
営
の
存
続
を
税
制
面
か

ら
支
援
す
る
制
度
で
す
。
被
相

続
人
か
ら
農
地
を
相
続
し
、
継

続
し
て
農
業
経
営
を
行
い
、
制

度
の
用
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、

一
定
の
相
続
税
の
納
税
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
既
に
、
こ
の
制
度

農
業
者
年
金
に

ご
加
入
下
さ
い

相
続
税
の
納
税
猶
予

及
び
注
意
事
項

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　
平
成
28
年
度
よ
り
、
市
農
業

セ
ン
タ
ー
で
実
証
栽
培
を
始
め

た
野
菜
と
し
て
の
販
売
を
目
的

に
位
置
付
け
た
熱
帯
植
物
の
青

パ
パ
イ
ア
で
す
。
主
力
栽
培
品

目
の
補
完
的
収
入
源
を
目
的
に

今
後
、
市
内
農
家
に
普
及
・
推

進
を
図
っ
て
行
く
予
定
で
す
。

　
甲
府
市
に
お
い
て
も
年
々

鳥
獣
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
農
家
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
市
か
ら
の
補
助
金
を

受
け
て
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
、

右
か
ら
、
小
澤
・
岩
澤
・
遠
藤
・

熊
谷
・
藤
塚
氏
で
す
。（
敬
称
略
）

「
少
し
で
も
農
家
の
方
の
お
役
に

立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。」
と

心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
の
皆
様
、
農
感
記

へ
の
ご
寄
稿
さ
ら
に
関
係
機
関

と
し
て
紙
面
・
写
真
に
つ
い
て

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 ★ 

青
パ
パ
イ
ア 

★

★ 

狩
猟
メ
ン
バ
ー 

★

編

集

後

記


